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平成28年中 自転車利用者が第一原因となった交通事故発生件数

※ 表の数値は、自転車利用者が第一原
因となった人身交通事故の発生件数
を、第一当事者が居住する自治体の
人口1万人当たりで算出した数値を示し
ます。【自治体別】

※ 2015年6月1日に改正道路交通法が
施行され、自転車による交通違反が、
より厳しく取り締まられることになりました。

◎ 信号無視や一時不停止等、特定の危
険行為を過去3年以内に2回以上、
繰り返すと、自転車運転者講習の受
講が命ぜられます。

交差点では、必ず一時停止を！

ながらスマホとは、スマートフォンを操作しながら
何か別のことをすることです。
他の歩行者や車両に気が付かなかったり、また、
信号を見落としたりしてしまい、重大な交通事故
につながるおそれがあり危険です。
また、自転車・原付や自動車を運転中に画面を
見ていると、道路交通法違反になります。

春の全国交通安全運動が実施されました
（4月6日（木）～15日（土）の10日間）

4月10日（月）の早朝、江南自動車学校正門
前交差点において、交通安全協会江南支部松岡
会長・江南警察署 伊藤署長以下５名・江南自動
車学校職員ら、総勢41名による、街頭大監視活動
がおこなわれました。気温も低い中参加者のみなさ
んは、交通事故を「起さない・遭わない」でほしいとい
う願いを込めて、行き交う人々を見送っていました。


